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１） Alzheimer’s Association, 2010 Alzheimer’s 
　　 Disease Facts and Figures, http : //www.
　　 alz .org/documents_custom/report_
alzfactsfigures2010.pdf（2014年11月20日
閲覧）
２．共同研究
　研究担当Assistant DeanのDr. Corbettを交
え，Dr. Van Sonと共同研究の可能性について
検討した．WSUはResearch Universityであり，
研究に大変力を注いでいる．日本は高齢者看護
の先進国であり，米国が学ぶことが多い，との
ことで多くの時間を双方の研究課題についての
意見交換に費やした．
　認知症ケアの評価についての意見交換の際に
は，アウトカムとして認知症のBPSDの軽減や
認知症高齢者のQOL向上だけでなく，ケアス
タッフの負担軽減，経済的負担の軽減という視
点について含めることが重要であるとされ，保
険でカバーされないサービスを受けている高齢
者の多いアメリカ社会においては，日本よりも
そのような視点が重要となるのだと痛感した．
Ⅳ　おわりに
　今回の研修では，老年看護学教育と研究にお
いて大変充実した意見交換を行うことができ
た．米国と同様の課題がある領域や，全く異な
る視点が必要となる点など，ディスカッション
に多くの時間を費やすことが出来たことで，理
解が深まったことが多かった．
